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に検討し、創出した分子のほとんど全てが光閉環可能な anti-parallel conformation をとっていることを明らか
にし、これらが光照射によって可逆的に大きな物性変化を示す材料として有望であることを示している。
(3) 創出したジチエニルエテン骨格を有するフォトクロミックアモルファス分子材料の薄膜に偏光を照射すること
により二色性を誘起できることを示すとともに、このことを利用して、同一場所に 2 つの画像を独立に記録・表
示すること(二重画像形成)に成功している。
以上のように、本論文は、フォトクロミックアモルファス分子材料の創製を目的として、ジチエニルエテン骨格を
有する新規化合物群を設計・合成し、これらのガラス形成能、溶液中ならびにアモルブアス薄膜中におけるフォトク
ロミック特性、および画像形成への応用に関して成果を挙げており、有機材料化学の発展に寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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